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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第３区分
【発行日】平成25年1月31日(2013.1.31)

【公開番号】特開2011-194529(P2011-194529A)
【公開日】平成23年10月6日(2011.10.6)
【年通号数】公開・登録公報2011-040
【出願番号】特願2010-64891(P2010-64891)
【国際特許分類】
   Ｂ２４Ｃ  11/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 220/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   6/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２４Ｃ  11/00    　　　Ｂ
   Ｃ０８Ｆ 220/00    　　　　
   Ｃ０８Ｆ   6/24    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年12月10日(2012.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　かくして本発明によれば、エーテル基と水酸基又はエステル基と水酸基とを含有する（
メタ）アクリレート系単量体０．１～２０重量部と、前記（メタ）アクリレート系単量体
以外のビニル系単量体１００重量部とを含む単量体混合物に由来する球状重合体粒子から
なり、前記球状重合体粒子の表面への重合時に副次的に発生する乳化物及び／又は微小粒
子の付着数が９個以下（ここで、付着物の個数は、重合体粒子の６０μｍ×５０μｍ（３
×１０Ｅ－９ｍ2）の任意の領域５視野の平均値である）であることを特徴とする湿式ブ
ラスト加工用研磨材が提供される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、本発明によれば、エーテル基と水酸基又はエステル基と水酸基とを含有する（メ
タ）アクリレート系単量体０．１～２０重量部と、前記（メタ）アクリレート系単量体以
外のビニル系単量体１００重量部とを含む単量体混合物を、重合禁止剤の存在下、懸濁重
合させることにより重合体粒子を得、得られた前記重合体粒子を、３０～８０℃の雰囲気
下、加熱減量値が１％以下となるまで、前記重合体粒子１ｋｇあたりの攪拌回数４００回
以内で乾燥する工程を経て、表面への重合時に副次的に発生する乳化物及び／又は微小粒
子の付着数が９個以下（ここで、付着物の個数は、重合体粒子の６０μｍ×５０μｍ（３
×１０Ｅ－９ｍ2）の任意の領域５視野の平均値である）である重合体粒子からなる湿式
ブラスト加工用研磨材を得ることを特徴とする湿式ブラスト加工用研磨材の製造方法が提
供される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
【図１】本発明の実施例１による湿式ブラスト加工用研磨材（球状の重合体粒子）のＳＥ
Ｍ像である。
【図２】図１の粒子表面の拡大像である（横６０μｍ×縦５０μｍ（３×１０Ｅ－９ｍ2

）の範囲内における乳化物及び／又は微小粒子の付着状況を示す）。
【図３】本発明の実施例２による湿式ブラスト加工用研磨材（球状の重合体粒子）のＳＥ
Ｍ像である。
【図４】図３の粒子表面の拡大像である（横６０μｍ×縦５０μｍ（３×１０Ｅ－９ｍ2

）の範囲内における乳化物及び／又は微小粒子の付着状況を示す）。
【図５】本発明の比較例１による湿式ブラスト加工用研磨材（球状の重合体粒子）のＳＥ
Ｍ像である。
【図６】図５の粒子表面の拡大像である（横６０μｍ×縦５０μｍ（３×１０Ｅ－９ｍ2

）の範囲内における乳化物及び／又は微小粒子の付着状況を示す）。
【図７】本発明の比較例２による湿式ブラスト加工用研磨材（球状の重合体粒子）のＳＥ
Ｍ像である。
【図８】図７の粒子表面の拡大像である（横６０μｍ×縦５０μｍ（３×１０Ｅ－９ｍ2

）の範囲内における乳化物及び／又は微小粒子の付着状況を示す）。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明の湿式ブラスト加工用研磨材（以下、単に研磨材又は重合体粒子ともいう）は、
エーテル基と水酸基又はエステル基と水酸基とを含有する（メタ）アクリレート系単量体
０．１～２０重量部と、前記（メタ）アクリレート系単量体以外のビニル系単量体１００
重量部とを含む単量体混合物に由来する球状重合体粒子からなる。球状重合体粒子の表面
への重合時に副次的に発生する乳化物及び／又は微小粒子（以下、乳化物等ともいう）の
付着数は、９個以下（ここで、付着物の個数は、重合体粒子の６０μｍ×５０μｍ（３×
１０Ｅ－９ｍ2）の任意の領域５視野の平均値である）であり、非常に平滑な表面を有し
ている。（メタ）アクリとは、アクリ又はメタクリを意味する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　上記の乾燥工程を経て得られる研磨材（重合体粒子）は、その表面に、重合時に副次的
に発生する乳化物等の付着数を９個以下に抑制できる（図１～４参照）。ここで、付着物
の個数は、走査型電子顕微鏡（ＳＥＭ）で観察した重合体粒子の６０μｍ×５０μｍ（３
×１０Ｅ－９ｍ2）の任意の領域５視野の平均値である。
　本発明による研磨材を用いて湿式ブラスト加工を行うと、工程中に発生する気泡はほと
んど研磨材に付着しないので、気泡による研磨材の浮上が２ｍｍ以下に抑制される。これ
により効果的に湿式ブラスト加工を行うことが可能になる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
（粒子の表面状態の評価方法）
　重合体粒子表面を走査型電子顕微鏡（ＳＥＭ）を用いて、撮影倍率を２０００倍で異な
る角度から合計５視野撮影する。撮影された画像は、横６０μｍ×縦５０μｍ（３×１０
Ｅ－９ｍ2）の視野の画像である。各々の画像から長径１μｍ以上の乳化物等の個数をカ
ウントして、５視野分の平均値を求める。算出された平均値について下記４段階の評価基
準を基に評価する。
◎：乳化物の個数が５個以下である。
○：乳化物の個数が５個を超えて１０個未満である。
△：乳化物の個数が１０個以上１５個未満である。
×：乳化物の個数が１５個以上である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エーテル基と水酸基又はエステル基と水酸基とを含有する（メタ）アクリレート系単量
体０．１～２０重量部と、前記（メタ）アクリレート系単量体以外のビニル系単量体１０
０重量部とを含む単量体混合物に由来する球状重合体粒子からなり、前記球状重合体粒子
の表面への重合時に副次的に発生する乳化物及び／又は微小粒子の付着数が９個以下（こ
こで、付着物の個数は、重合体粒子の６０μｍ×５０μｍ（３×１０Ｅ－９ｍ2）の任意
の領域５視野の平均値である）であることを特徴とする湿式ブラスト加工用研磨材。
【請求項２】
　前記重合時に副次的に発生する乳化物及び／又は微小粒子の付着数が、５個以下である
請求項１に記載の湿式ブラスト加工用研磨材。
【請求項３】
　前記（メタ）アクリレート系単量体が、下記式
ＣＨ2＝ＣＲ－ＣＯＯ［（Ｃ2Ｈ4Ｏ）m－（Ｃ3Ｈ6Ｏ）n］－Ｈ　（式１）
（式中、ＲはＨ又はＣＨ3、ｍは０～５０、ｎは０～５０、但し、ｍ及びｎが同時に０の
場合を除く）又は
ＣＨ2＝ＣＲ－ＣＯＯＣＨ2ＣＨ2Ｏ［ＣＯ（ＣＲ2）5Ｏ］p－Ｈ　　（式２）
（式中、ＲはＨ又はＣＨ3、ｐは１～５０）で表される化合物から選択される請求項１又
は２に記載の湿式ブラスト加工用研磨材。
【請求項４】
　前記（メタ）アクリレート系単量体が、ｍ及びｎが０～３０の式１の化合物（但し、ｍ
及びｎが同時に０の場合は除く）、ｐが１～３０の式２の化合物から選択される請求項３
に記載の湿式ブラスト加工用研磨材。
【請求項５】
　前記ビニル系単量体が、（メタ）アクリル酸エステル系単官能単量体と（メタ）アクリ
ル酸エステル系多官能単量体との混合物である請求項１～４のいずれか１つに記載の湿式
ブラスト加工用研磨材。
【請求項６】
　前記ビニル系単量体が、メタクリル酸、アクリル酸、２－メタクリロイルオキシエチル
コハク酸、２－メタクリロイルオキシエチルフタル酸、２－メタクリロイルオキシエチル
ヘキサヒドロフタル酸及び２－メタクリロイルオキシエチルマレイン酸から選択されるカ
ルボキシル基を含有する（メタ）アクリレート系単量体である請求項１～４のいずれか１
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つに記載の湿式ブラスト加工用研磨材。
【請求項７】
　エーテル基と水酸基又はエステル基と水酸基とを含有する（メタ）アクリレート系単量
体０．１～２０重量部と、前記（メタ）アクリレート系単量体以外のビニル系単量体１０
０重量部とを含む単量体混合物を、重合禁止剤の存在下、懸濁重合させることにより重合
体粒子を得、得られた前記重合体粒子を、３０～８０℃の雰囲気下、加熱減量値が１％以
下となるまで、前記重合体粒子１ｋｇあたりの攪拌回数４００回以内で乾燥する工程を経
て、表面への重合時に副次的に発生する乳化物及び／又は微小粒子の付着数が９個以下（
ここで、付着物の個数は、重合体粒子の６０μｍ×５０μｍ（３×１０Ｅ－９ｍ2）の任
意の領域５視野の平均値である）である重合体粒子からなる湿式ブラスト加工用研磨材を
得ることを特徴とする湿式ブラスト加工用研磨材の製造方法。
【請求項８】
　前記重合禁止剤が、前記単量体混合物１００重量部に対して０．０５～３重量部添加さ
れる請求項７に記載の湿式ブラスト加工用研磨材の製造方法。
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